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シンポジウム報告

「ハルプリン以後の身体」

若松 美黄（筑波大学名誉教授，現代舞踊協会理事長）

ケイ タケイ（舞踊家，振付家。ケイタケイ’s ムービン
	 グアース・オリエントスフィア主宰）
樋口 　聡（広島大学大学院教授）

＜司会＞　細川江利子（埼玉大学）

1.　３氏による講演
1-1　若松美黄

「この時代におけるダンスの力とは」
1970年頃に，ロ

ス ア ン ゼ ル ス に
行った際に，当時
ロスにいた邦正美
に「ハルプリンに
会った方が良い」
とアドバイスをも
らったのが，ハル

プリンとの最初の出会いでした。
●普通の人が集まるハルプリンのレッスン

ハルプリンは大変魅力的なダンサーで，どうい
うレッスンをするのか興味があり，レッスンや講
習会に参加しましたが，彼女のレッスンにはコン
クールで入賞するようなプロフェッショナルなダ
ンサーではなく普通の人たちが集まっており，彼
女のレッスン自体もとても魅力的でしたが，普通
の大学生のレッスンにも組み込まれているような
内容で，有名なダンサーが特別なレッスンをする
というものではなく，舞踊はあるところまでとて
も普遍性があること，誰もが舞踊についてある考
えがあって，その考え方はとても大切なのだとい
うことをしみじみ考える機会となりました。
●インプロビゼーション

講習会では，「こういうことを自分はやりたい。
あなたはどうなの？」というように言葉からイ
メージがどんどん発展する場合や，動きから発展
する場合，リズムから発展する場合，いずれの場
合も，ハルプリンが次々と指導しました。プログ
ラムを考えて下さって，それに対し生徒が「こん
なのがありますよ」と。それは，次々に違うこと
を行うというものであるよりは，例えば角度をこ
の場合に振ったら，振らない場合とどう違うかと
いったような学習がずっと積み重なっていくとい
うようなものに思いました。そのことが一番大切
です。

インプロビゼーション（即興）は，即興的に，
勝手に誰かが何かをやっていることとどれほど違
うかということを考えなくてはいけないのです。

一般的にインプロビゼーションは，大概は，同
じ振りを土台として２〜３ヶ月ずっと稽古をしま
すが，その全体がインプロビゼーションなのです。
例えば，斜めに体を返した時，【実演しながら】
この斜め左，この斜め左，この斜め左，この斜め
左は全部違うわけです。それをプロの人はナン
バーを付けて，構成していって，一番近いものに
なるように稽古します。

日本では，昔は稽古は全部生のピアノでやって
いましたから，ピアノに合わせてダンサーが即興
で踊るような方法を取っていました。けれども，
終戦後のある時期から言葉がとても流行って，津
田信敏は「都会の何とかの何とかの…」というよ
うな和歌みたいなものを歌って，みんなで声を出
しながら踊ったり，「ブドウのつるのように」と
いう言葉で踊ったり，三島由紀夫が来たときに「何
か題を出して下さい」と言ったら「ダリの溶ける
時計」と言われたり…。60年代の初めに流行した
のは，言葉で体を反応させるというものでしたね。

しかしそれもしばらくたつと飽きるのでしょ
う。その次にまた純粋な身体表現にいこうとしま
す。アメリカからいろいろな講習会の先生方が来
た時には，動きが微細になって，細かい動き，テ
ンポ，角度，部位，スピードなどを変えた動きを
皆で学習することによって変化をつけるような時
代になって，同じインプロビゼーションでも幅が
随分できてしまうのですね。
●自然の中で存在する―ダンサーとしてのハルプ

リン
【 ハ ル プ リ ン が 自 然 の 中 で 踊 る ソ ロ のDVD
《BREATH MADE VISIBLE》の映像を見ながら】

ハルプリンのソロは，講習会でのグループ作品
とは，ちょっと違う。

ハルプリンは，見ているとクールというか，す
うっと何も抵抗なく見ることができます。例えば
大野一雄など，とても素晴らしいのだけれども，

「おれってこんなにうまいよ」とかいう言葉が聞
こえるのです。日本には優れたすごい人はたくさ
んいるけれども，「私ってこんなにうまいのよ」
という人の方がはるかに多いのね。でも，ハルプ
リンは何も聞こえない。

本当にシンプルで，どうしてこれだけシンプル
に動けるのかなと思いながらも，どこか違うなと
いう気もしないわけではない。皮膚の上にもう一
つ彼女の世界がある。その世界を演じている二重
性というのかな。彼女の踊りを見ているといつも，
そんなにシンプルな世界でも彼女自身のメッセー
ジがどこか存在しているのですね。それが彼女の
スタイルなのだろうと。だから，（映像に見られ
る動きのような）身もだえするとか，体をなでる
という文脈ではない。広い自然の中に存在が明ら
かになるという存在なのではないかな。
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でも，やはり僕たちから見ると，あのアームの
使い方とか，首，ひじ，足の先，そういう体のバ
ランスがすごくいい。簡単にはできない。この静
かさ，自然との一体感というか，これ自体が，技
の世界とすれば非常に高度ですよ。体つきも，技も，
そして一種の存在感みたいなものがないと，周り
の自然に目が行ってしまって，誰も彼女を中心に
は見てくれなくなってしまう。

僕たちの時代はまだ麻薬だとかそういうものに
うるさくて，結構ある時間になるとマリファナな
どを吸っている人がチェックされるので，全部，
戸を開けて，１人は周りに警官が来ていないかと
見にいく時間があったりした時代です。まだそう
いう気風が残っていて，自然に帰ることと，青年
たちが何か反社会的に生きることと，ちょっと
くっついていたような気がしますね。

1-2　ケイ タケイ「日常の中の芸術」
私は1970年代の半ばご

ろからアン・ハルプリン
のサンフランシスコ・ダ
ンサーズ・ワークショッ
プで何回も勉強させてい
ただいていて，アンは私
の生涯の重要な恩師の一
人です。

アンがちょうどニュー
ヨークにいらしていて，

私の踊りを見てくださった後，「私に会いに来る
ように」という伝言が来ました。それでアンのグ
ループのニューヨーク公演を見に行って初めてお
会いし，その後「サンフランシスコの自分のけい
こ場に勉強においで」と言われ，第１回目の講習
会に参加したのです。
●即興の課題は日常の中から

その頃はまだ何のシステムもできていなくて，
本当に朝10時半頃行きますと，まず肉体訓練とい
う，すごく単純なヨガ的なものをします。それで

「皆さん，疲れたから，次は何をしましょうか。じゃ
あ，絵を描きましょう」，お昼ごろになると「お
昼を食べようよ」という感じで進行していくので
すね。それがとても自然で，何かが終わるとすぐ
に皆お互いにハグをし合うのも特徴的でした。

アンの即興の課題の見付け方は独特で，別にど
こかから何かを見つけるというのではないのです。
例えば，紙を出して絵を描こうといって絵を描き
ます。では，そこから何かを見つけなさいよとい
う感じで，おのおのが踊ったり，または「ヘビの
動きをみんなでしようよ」と言って，並んでみん
なが股を開いて，その前につながって，それを私
は日本人だからちょっと拒否しますとか言ってや
らなかったこともあったのですけれども，何を学

んだということよりも，起こってくることをその
ままやっていました。そうすると，ご主人のロー
レンス・ハルプリンがやってきて，「Where is 
my dinner?」とか言ってくるのですよね。そう
するとアンが「Just a moment, honey」と言って
ご飯を作りに行ってしまって，それで帰ってくる
と，その延長線で，ご飯を作ったその感覚からと
いうことで，例えば「じゃあ，お皿を洗うような
ことをやってみよう」と，そんなふうにとても自
然に流れていったことはすごく覚えています。１
回目の時はそうでした。

２回目の時になると，今度は娘さんがセラピス
トで，ダンサーをしていて，かなり大学で勉強し
たインテリジェントな方なので，スケジュールを
作ったりということを始めて，それでだんだん，
私は面白くなくなったかなという感覚を持ったり
もしました。

アンのスタジオはサンフランシスコにあって，
ゴールデンゲートブリッジを渡ったところの山の
中に，住居とスタジオと，野外のスタジオと，そ
れからちょっと内側のスタジオとがあって，その
ほかに夏にやる海岸と山のリトリートがあるので
すね。私が最後に行ったのが５年ぐらい前なので
すけれども，そのときは午前中は海に行き，午後
は山の中でという感じで，とても自由にクラスが
始まっていきました。そこへ着いたとき，一番最
初にやったことがスローモーションウォークで
す。夕方，自分のアパートから海岸まで，スロー
モーションで歩いていって，そこで出会いましょ
う，それまでの間にいろいろなことに出会ったら
コミュニケーションをうまく取ってやっていきま
しょうという感じです。ただそれだけなのですけ
れども，例えばゆっくり歩けばいいと思うかもし
れないけれども，そういうのは駄目で，動く前の
体勢，動くのか動かないのか，深みを感じるよう
な，ストイックな，そういう思いそのものが動き
の中に入ってくる。あそこへ着かなければいけな
いけれども，体のすべての動きを聞きながら行か
なければいけない。そのようなことでした。
●即興に入っていく精神状態

私がすごくアンの独特なところだと思うのは，
即興をやっている精神状態，即興のところに入っ
ていく精神状態そのもので，それがアンのインプ
ロビゼーションの真髄にあると思っています。

先ほどのお皿を洗う例でいいますと，お皿を洗
うということの即興舞踊は，アンのアートにもな
るし，ただ日常生活でお皿を洗うことにもなる。
その違いはどこかというと，本当にそれをやって
いる時の精神状態でしかない。即興へ入れる精神
状態にある場合は，もう自然に洗いながらお皿を
こうやってみたり，こうやってみたり，何かそこ
に出てくる動きがある。そういうようなことから
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どんどん流れていくもので，「こういう課題をやっ
てみましょう」ということを重要視していないの
ではないかなと私はすごく感じたのです。

たくさんの思い出がアンと過ごした中にありま
すが，海辺にあるお宅が火事で焼けてしまった時，
そこの焼け跡をさまよっているアン自身を一つの
舞踊にしてしまったことがありました。それから
サンフランシスコのゴールデンゲートブリッジを
越えた近くの山で殺人があったのです。すると，
それをすぐに素材にして，スコアを作り，そこで
即興作品の創作を始めるというように，何かある
ことを次々とつかみ，そこから生み出していくと
いうことではないかなと思います。

先ほどのソロの映像で，体に泥をつけていたの
も，例えばあれを舞踊として私たちがやろうとす
ると，泥をつけるのにちょっと変化をつけなくて
はいけないとか，要らないのだけれども何か動き
をつけてみたいとか，舞踊に仕上げていこうとい
うものがあるかも分からない。でも，彼女が即興
舞踊をしているときには，そういうものは全くな
い。本当に，ある世界で生み出されてくる，導か
れてくる世界へ行くので，そういうふうにやって
みようとか全くないのが，私は彼女の舞踊はすご
いなと本当に思うところなのです。
【映像を見ながら】これは，先ほど話した焼け

たお宅を見ているところですね。焼け残ったもの
を探しているところです。でも，感じるままを動
いているかと言うと，いや，そうでもない。何か
一つの舞踊芸術というのでしょうか，動きをつく
り上げていく力がどこかで働いているのではない
かなと。本当に素人が焼けた現場へ行ってさま
よっている姿ではないと思えるところがあるので
すけれども，そこの差は何だろうと。やはり彼女
はパフォーマーなので，それがあるのではないか。
ものを拾った時も，普通の人が拾ったら，あんな
ふうにはいかないだろうと思います。
●即興を見た時，自分はどう感じたか

それからもう一つ言いたいことがあったのです
けれども，海岸でのワークショップのときに，２
組に分かれて，岩のところなどで自分たちで即興
舞踊をやりなさいと言われたのです。先ほど美黄
先生がおっしゃったように，舞踊家たちというよ
りも，本当に表現が好きな人たちが集まって岩の
ところで何かを作り，それを発表し合いました。
その時に，「ケイ，あなた，どう思った？意見を
言いなさい」と私は言われたのですね。その舞踊
を私は「何だろうな，これ。みんな何か半分やる
気があるのかないのか分からないようで，何もで
きていない」というふうにしか受け取らなかった
のです。それを言ってしまったら，アンは「それ
は違う」と。「何かを見たときには，自分がそれ
を見てどんな影響を受けたか。それを言いなさい。

見て批評をすることはいけない。『私はこういう
ものを見たので，非常に怒りを感じた』とか，『こ
ういうものを見たので何か悲しくなった』という
ふうに，それを見たときにあなたが受けた，あな
た自身の感情を言いなさい」と言われて，ああ，
なるほどなとすごく思ったのです。
●ダンスが生きる力に―がんやエイズ患者の講習会
【がんやエイズ患者たちを対象とした講習会の

映像を見ながら】アンは，コミュニティーの人々
を集めた講習会をよく開いて，エイズや末期がん
の若者たちのパフォーマンスを作って，彼らを舞
台に立たせるのです。そうするとすごいエネル
ギーが出て来て，生きる力が湧いてくるのです。

絵を描かせて，その絵の中で「私は何だ」と
言わせるのですね。「I am a tree.」とか「I am a 
root.」とか，自分を何かに変えさせて，それで踊
らせていくというのをよくやりました。

また，「エイズの人たち，出ていらっしゃい」
と言って，１人ずつ真ん中を走らせて「I want 
to live」と言わせています。周りの人は，全員が
病気の人ではなくて，この人たちを助けようと集
まってきたいろいろな人たちで，「あなた，生き
てください」と言って応援しているのです。 

1-3　樋口　聡
「ダンスと身体感性論（somaesthetics）」

●身体感性論とは
　何か

私は，身体をめ
ぐる実践的な研究
をずっと継続して
や っ て き て い る
ということがあっ
て， 本 日 こ こ に

招いていただきました。2002年より，アメリカ
の哲学者リチャード・シュスターマン（Richard 
Shusterman）と身体感性論（somaesthetics）に
ついての共同研究をしており，まず，身体感性論
とは一体何かということについてお話ししたいと
思います。

これは英語ですが，somaはギリシャ語で身体，
それとaestheticsという英語をつなげて作った
シュスターマンの造語です。これを私は「身体感
性論」と日本語に訳しているのです。aesthetics
は当然美学と考えることができますが，実際シュ
スターマンがこのsomaestheticsで何を一体やろ
うとしているのかという内容を勘案したり，同時
に，今，美学という学問にも既に起こっている動
きでありますが，美学ということから感性論へと
いう動きがあって，そういうところなども重ね合
せていくと，やはりこれは身体感性論と言うべき
だろうと考えています。
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マンは次のように書いています。
It is not a matter of producing texts about the 

body, not even texts offering pragmatic programs 
of somatic care; it is rather about physically 
engaging in such care-through reflective, 
disciplined, demanding corporeal practice 
aimed at somatic self-improvement（whether 
representational, experiential, or performative）.
This dimension, not of saying but of doing, is the 
most neglected by academic body philosophers, 
whose commitment to the logos of discourse 
typicall treats by the body in mere textual terms.
But actual bodily performance is crucial to the 
idea that somaestethics is practice as well as 
theory.（Shusterman 2003: 20）

It is not a matter of producing texts about the 
body（身体についてのテキストを作ることでは
ない）とまず書いてありますから，身体について
何か論じて論文を書くといったことではないので
す。それはまさにsomatic careということで，３
番目のpracticalは，まさに身体的ケアということ
の中に文字どおり自らひそかに入っていくこと，
実践することです。その実践によって狙ってい
ることがsomatic self-improvementということで，
improvementという言葉を使っていますが，前の
定義に出てきた「改良主義的な（ameliorative）」
に関係するような自身の身体を改善するというこ
とです。ただ，この場合の改善とはどういうこと
なのかということが問題ですが，実際に自分の身
体を改善していくという，その実践に直接的にか
かわることが，実践的身体感性論であるというわ
けです。

その場合に，英語のテキストの真ん中辺り
に「whether representational, experiential, or 
performative」とあるように，実際に見る形，今
日のビデオでもありますが，それを見てわれ
われが何かを感じるという形での，まさにself-
improvementもあるでしょうし，また実際に自分
が経験していくという，両方を含んでいると彼は
付け加えています。

こういった実際に自分が実践するという次元は，
これまでの学問的な身体についての哲学者たちに
よってほとんど無視されてきていますが，これは
非常に重要なものであると彼は主張しています。
somaestheticsは，practice as well as theoryとい
うことで，理論であると同時にまさに実践的です。
ここが多分すごく議論の余地があるところなので，
研究者の立場からすれば，それは一体何ぞやとい
うことになるわけです。ただ，これがある種，こ
れまでにないような可能性を持っているのではな
いかと私などは感じています。これはシュスター
マンも全く同じことを考えていて，学問の在り方

シ ュ ス タ ー マ ン は， 非 常 に 簡 便 な 定 義 を
somaestheticsに与えています。それが，「身体
感性論とは，身体の経験と使用についての批判
的，改良主義的（ameliorative）研究を行う一つ
の学問。その前提として，身体を感性的受容（ア
イステーシス）と創造的自己形成の場と捉える」

（Shusterman <樋口訳> 2003：17）というものです。
●身体感性論の３つの基本的次元

身体感性論には実は３つの次元があるとシュス
ターマンは言います。それが，①分析的身体感性
論（analytic somaesthetics），②プラグマティッ
ク身体感性論（pragmatic somaesthetics），③実
践的身体感性論（practical somaesthetics）です。

分析的身体感性論とは，簡単に言えば，通常わ
れわれ研究者が行っている研究の類のもので，テ
キストを使い，そのテキストをきちんと読んで論
理的な分析を加え，それを論文という形にまとめ
ていくという作業です。いわゆる身体論と言われ
るようなものはこれだと考えていいのではないか
と思います。

次のプラグマティック身体感性論は，次の実践
的身体感性論とも関係があるのですが，要するに
概略的な定義で出てきたような身体の経験，身体
を使う，そして自分が身体的な存在であることを
あらためて認識し，それを感性的に受容する。先
ほどのお話にも多々出てくる，自分は何をどう感
じるかということを重要な問題としてもっと取り
上げる，そしてそれがある種の創造につながって
いって自己が形成されていくという形になるわけ
です。そういうことを考えたときに，これは原理
的に言えばどこでもあり得ることだと思いますが，
非常に典型的な形がダンスだと思うのです。ただ，
プラグマティック身体感性論の対象としているの
は，具体的に言うと，例えばヨガや太極拳，自律
訓練法，野口体操などです。実際にシュスターマ
ンが非常に関心を持っているのはフェルデンクラ
イス・メソッドです。フェルデンクライス・メソッ
ドと近いところにあるアレクサンダー・テクニッ
クは，実際に自分の身体を訓練するというか，身
体をめぐるある種のトレーニングも含めた身体的
な活動です。古今東西，どの時代も本当に探して
いくと，必ずどの文化にもそういった形の身体の
気付きということをすごく重要視することがたく
さんあって，それを具体的に見ていくというのが
プラグマティック身体感性論です。

この１番，２番が，通常われわれが大学で研究
している，要は研究者がなすこととして理解でき
るものです。

問題は３番目の実践的身体感性論です。これ
がシュスターマンのある意味での非常に重要な
somaestheticsのキーコンセプトにつながってい
くと思います。これは何かというと，シュスター
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を変えたいということなのです。ですから，ダン
スが変わっていくということも後で少しお話しし
たいと思うのですが，例えば美学のみならず哲学
という学問が何か姿を変えていくということを一
歩でも二歩でも進めたいという，そこのところに
私は非常に大きな関心を持つということです。
●理論と実践の関係の問題

理論と実践の関係が当然ここで問題になってき
ます。この辺はキーワードだけを並べると，実践知，
身体知，暗黙知ということです。理論と実践の関
係は本当によくこれまでも言われているのですが，
こういう形で理論と実践をつないでいくものとい
うのは，実はシュスターマンだけが突然言い出し
ているわけではなくて，例えば暗黙知で有名なマ
イケル・ポランニーあたりを見ても，全然違った
ところからのアプローチではありますが，ここで
言うような学問が実践と融合していくという形と
してとらえることができると考えています。

では，実践的身体感性論の実際とはどういう
ものなのか。シュスターマンの場合はもう明確
で，端的に，これはフェルデンクライス・メソッ
ドです。ですから，彼は哲学の研究をし，たくさ
んの本を書き，出版し，本当にたくさんの論文を
書き，大学で哲学を教えるということをやってい
ながら，一方でフェルデンクライス・メソッドの
プラクティショナーでもあります。きちんと資格
を取って，クリニックを開いてやっています。ま
た，そのことと先ほどの学問みたいなものがいろ
いろなところで融合しているということが実際に
起こっていて，いろいろなところから関心を集め
て，特によくコンタクトを取って本当にいろいろ
なところへ出掛けていっているのです。ヨーロッ
パを中心に，多くは美術館でsomaestheticsのワー
クショップをするのです。そこに関心を持って来
る人々は，多くはやはり芸術家たちです。それに
何かすごくやりがい，生きがいを感じて世界中飛
び回っているというのが彼の状況です。

そこで，この舞踊学会のシンポジウムに引き
つけて考えてみると，ダンスにおける身体運動
も，ここで言うsomaesthetics，つまりpractical 
somaestheticsとなるということを考えるべきで
あるということです。これはまた後で話します。
●ダンスの拡張の可能性

これについては，２つの見方を設定してみるこ
とが必要かと思います。

１つは，「観るパフォーミング・アートとして」
です。これは恐らく，舞踊が芸術であるというこ
との宿命です。つまり，ある種の制度化されたも
のをただ単に繰り返していけばいいということで
はなく，それを破ろうとする，そして新しいもの
を作っていく。それが通常，創造，クリエーティ
ブ，クリエーションと考えられるのですが，それ

がある意味では宿命とされているということです。
somaestheticsとの関連で考えますと，武術と

のつながりを意識したコンテンポラリーダンスが
何かひょっとしたらダンスの拡張につながるのか
なと思っています。というのは，シュスターマン
の関心の対象になっているフェルデンクライス・
メソッドのモーシェ・フェルデンクライスは柔道
家なのです。実際に伊藤郁女，山田うん，太田ゆ
かり，平敷秀人らを見ると非常に面白いことが出
てきます。また，武術家がいろいろなインスピレー
ションを得て新しいことを生み出して作る試みを
行っているということがあったりもしました。

そしてまた武術ということを考えていくと，甲
野善紀が出てきたりするのです。「上海の歌舞団
が来日して公演をしたのを見た。それを見て，こ
う思った」というような記事が新聞の中に載って
いるのです。まさに武術との関連ということで，
このようにダンスに拡張を起こしているというこ
とが，私の身の回りでも，私が知る限りでもいろ
いろあるということです。

また一方，「自ら実践するアートとして」は，
実はこれがpractical somaestheticsに非常に関係
してくるわけですが，ダンス・ワークショップが
いろいろあるということです。これは，必ずしも
ダンスというジャンルが明確になっているわけで
はなくて，むしろ垣根が取れていくような状況が
ワークショップで起こっているということを私の
身の回りで経験しています。特に大学の教養教育
の問題として，教養とダンスといったときに，実
は身体知というものが非常に重要であるというと
ころで大学教育の在り方を変えていこうという試
みが，例えば慶応大学や上智大学でなされたりし
ています。そういったワークショップを見たりす
ると，昨日のジェイミーさんのワークショップと
非常に近い呼吸の問題や，自分の身体で何かを
作っていくことなど，そういったことが見られた
りします。

また，立教大学の映像身体学科では，映像と身
体ということで授業をしているのですが，こんな
ことを言っています。「ダンス（は）パフォーマ
ンスとしてだけではなく，身体表現の可能性を画
期的に拡大することができるもの…。身体の内側
と外側で発達する感受性の進化は，決して完成さ
れるわけではない。私はダンスの進化を目論む。
それは論理的でありうるが，感覚の純粋性こそ最
も明確にしなければならない基準になるのだ。感
覚の純粋性。身体思考。身体物理学。新たな身体
論は今後大きな進歩を築くだろう。それは私と仲
間が努力して成すものである」（立教大学映像身
体学科（編）2008：94）。

それから，スティーブ・パクストンです。確か
2009年にYCAMという山口情報芸術センターに
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パクストンが来た時に，本人にもお会いすること
ができて話をし，パクストンがやっているダン
スは一体何であるかということも知ることがで
きました。そこで私が非常に印象に残ったのが

『Material for the Spine』［DVD］の中の《Goldberg 
Variations》という，バッハのゴールドバーグ変
奏曲に対するインプロビゼーションなのです。こ
れを２回試みているのですが，非常に淡々とイン
プロビゼーションを展開していくというもので，
これはすごく面白い，それとこの身体感性論は何
か響き合うものがあると私は感じました。実際に
パクストンのホームページを見ると，体を生き生
きと保つためのエクササイズのうちのあるものが
ダンスであり，あるものが農作業であると。とい
うことは，つまりダンスというものは単なる日常
的な農作業などと本当に融合しているということ
なのだということを知りました。
●「ハルプリン以後の身体」―昨日の特別講演と

ワークショップから
昨日の特別講演とワークショップに私も参加し

ましたが，今挙げたパクストンとハルプリンの違
いを教えていただいたと思っています。どちらも
同じようなことをしようとしているということは
あるのですが，やはりパクストンは，われわれの
身体の可能性をこういった日常的な状況で広げて
いくという現象に関心があるのです。それが展開
していって，先ほどのタケイ先生のお話で，そこ
から作品になっていくということです。そういう
形のダンスについて，実はシュスターマンは考え
ていないわけです。

その考えていないという背景には，ある種のパ
クストン的な人間の身体動作というものがもちろ
ん大きなコスモロジーのようなものにつながって
いるということがあるのです。つまり，何か非常
に大きなマクロコスモスと人間の身体のミクロコ
スモスで響き合う，それを例えば呼吸だったり，
そういうものがつないでいく。この発想というか，
この状況は，もちろんシュスターマンは理解して
いるはずなのですが，ある種，恐らくこれは意図
的に避けているというのが，昨日の例えば木村さ
んや昆野さんのご発表，それとジェイミーさんの
ワークショップから実感したところです。

最後に，somaestheticsの可能性についてです。
ダンスを考える上で何があるのかということを
考えると，一つはやはりbody consciousnessとい
うことです。これは身体意識と訳されるかと思い
ますが，身体というものは意識する。そのときに，
見るという形での身体の自覚意識と，実際に自分
が何かする，身体運動をするという両方をやって
結んでいくわけです。

それから，一番最初にも言ったように，理論と
実践が融合していくということです。単純に理論

と実践を結び付ける，実践に役立つような研究を
しようみたいなことではなくて，まさにそれがあ
る形でもって融合していく。それは，恐らくダン
スのこれからということと同時に，ダンスの研究
のこれからということにいろいろな示唆を与える
のかと思ったりしました。

そして，「ダンスの融解？」と配布資料ではク
エスチョンマークにしましたが，いわゆるダンス
というものがいろいろなものと溶け合っていくと
いうことです。この舞踊学会で，昨日，そして本
日でも強調されている部分の一つはlifeです。こ
れは，生きること，あるいは生活と言っていいか
もしれませんが，生活とダンスが溶け合ってい
く。この形がこれからも一層進んでいくのだろう
と感じました。ただ，これはまたお二人の先生に
も，あるいはフロアの方にも教えていただきたい
と思うことですが，一方で，そういう形で自分が
生活でもいろいろな所作なり，歩くこと，座るこ
と，立つこと，呼吸も含めてダンスをやっていく，
そしてジェイミーさんがおっしゃるようにわれわ
れはダンサーであるということを言ったときに，
では，作品を作るということは一体どういうこと
なのかということです。そういう形で生活の中に
ダンスが溶け込んでいってわれわれがダンサーに
なっていくとすれば，それにもかかわらずと言っ
ていいのでしょうか，ダンスを作って，それをわ
れわれが見るという，このことは一体何かという
ことです。何かこのことを少し考えてみなければ
いけないのかと思いました。

2. ディスカッション
若松　なかなか核心を突いた話です。例えば，琉
球舞踊は明らかにすっと出てきて，出るときに何
の気概というか，「踊るぞ」という気ではなくて，
すっと一回りし，二回りするうち観客を巻き込む。
踊る人が，「おれは踊るぞ」では踊りにならない。
ごく自然に人間らしく，踊る人は普通の人間にな
り，普通の動作を踊らなければ駄目なのです。僕
たち舞踊家はやはりそこのごく自然にというのが
大きな課題でなかなかできないが，積み重ねの上
になお淡々とそれを踊れるようになるには稽古の
反復しかない。やはり何回かやってくると，光る
のです。ぱちっと，「ああ，これだな」と，朝か
ら８時間ぐらいずつやっていると，大体は駄目だ
けれど，１週間に１回ぐらいこれかなというのが
あって，それを記録として取ることによって少し
成長できるかなと。
マクヒュー（外山紀久子通訳。以下同じ。）　お話
を伺えて大変ありがとうございます。マーガレッ
ト・ドゥブラーさんの後，フェルデンクライスも
アン・ハルプリンにとって非常に大きな先生です。
そういうことを考えると，実は毎日何時間も稽古
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されるというのは，ハルプリンのやり方と正反対
かもしれません。動いてみたりというだけではな
くて，例えば絵を描いたり，対話をし合ったり，
何か自分で書いてみたりということも含まれてい
ますし，それから身体的なプラクティスというと
きも，例えば自分の体に接触するとか，そういう
ものもいろいろ含まれています。
外山　付け加えさせて頂くと，ジェイミー・マク
ヒューさんが自然の写真を撮られて，それは昨日
お見せしたものに入っていました。それは，それ
自体が彼にとっては身体的なsomaestheticsな活
動の一つだということです。シュスターマンさん
のself-improvementは，自分自身の身体の使い方
や身体の経験を改善するとはどういうことなのか
と問題になっていましたが，いわば自分自身の体
を非常に精密な楽器のようなものに調律していく，
そのときに身体の動きに意識を向けていくという
ことも含むのではないでしょうか。
樋口　やはりおっしゃるようなことですよね。身
体に対して非常に自覚的になっていくという，そ
こを取ってみるとシュスターマンが考えているこ
とと非常に近いところがあると思います。ただ，
少し違いがあると私が感じたのは，例えば写真を
撮るということです。その撮った写真を見るとい
うことが実はわれわれの身体的な実践だというよ
うなことに引きつけていかれるのですが，むしろ
シュスターマンはそれを避けていて，自分の身体
的な動きの感覚みたいなものにこだわっているの
です。そこはやはり少し違うのかなと思います。

それともう一つ大きな違いは，ある種，大きな
コスモロジーのようなものです。昨日のワーク
ショップでもおっしゃっていた，自分たちは小さ
い人間だけれども大きな世界があって，そこと対
話ができるという，そういう考え方はシュスター
マンは取りません。恐らくこれは，彼の哲学のス
トラテジーだと思います。プラグマティズムとい
うことで考えていますので，ある種そういう超越
論的な何かを想定するとか，深層心理みたいなと
ころにいくというのは避けるのです。やはりわれ
われの生きているこの世界の中で話をする。ま
ずそれが大事で，それで十分ではないかとおっ
しゃっているのが，少し違うのではないかと思い
ます。
司会　樋口先生，先ほどのお話の最後に先生は，

「生活の中にダンスが溶け込んでいってわれわれ
がダンサーになっていくとすれば，ダンスを作っ
て，それをわれわれが見るという，このことは一
体何かということを考えてみなければいけない」
と思うとおっしゃられていましたが，関連して何
か舞踊家の先生方にご質問がありましたら御願い
します。
樋口　ビデオに出てきたハルプリンの泥を塗って

いるという，あれはやはりビデオを設定され，撮
られることが前提になっているという作品ですね。
まずそこはどうでしょうか。
タケイ　マクヒューさんに聞いた方が良いと思い
ますが，私はあれは別に作品だという意識を持っ
ているわけではないと思います。どう思いますか。
ビデオアーティストとの間で，こういうプロジェ
クト，このようにしてみたいねという話の中でや
られたことで，自分が何か作品を発表するという
ような意識ではなく，多分，ある生きた瞬間のよ
うなところを固めていったというか，こんなもの
を素材にしてみたいねという。
マクヒュー　ビジュアルアーティストのコラボ
レーターの方が作られたコスチュームを，まずハ
ルプリンさんは一つのマテリアルとして，そこか
ら刺激を受けて思うように動いているので，イン
プロビゼーションというよりは，むしろオープン
スコアという昨日から出ているRSVPサイクルの
一例です。素材を見つけて，それを評価し，スコ
アを作って，パフォーマンスする，というサイク
ル，その形でやっていました。だから，おっしゃ
るように，ある程度は，これを作品として作るの
だというよりは，そういういつもされている一つ
のサイクルの中での応答です。それと，このプロ
ジェクトをやる前に既に30年間は自然の環境の中
で自然のいろいろなエレメントと反応しながら
やっていくということをしてきているので，ハル
プリンさんにとっては，それは私たちがごはんを
食べるようなごくなじんだ行為だということです。
樋口　それがずっとお話を伺っていると，決して
簡単なことではないのだということを教えていた
だいて，仮にそれを作品としてわれわれ全くの素
人が，例えば自分もジェイミーさんが言う意味で
のダンサーになるのだと思って，その作品を見る
ということの意味というか，意義というか，大切
さというか，それはやはりあるのか。ハルプリン
のあのビデオを私が見て，「ああ，すごいな」と
感激することは大切なことですか。

もちろん舞踊，ダンスに関心があって何か面白
いと思っている人がいたとして，その人が，ハル
プリンのパフォーマンス，作品を見るということ
が，それは有名なダンサーが作った作品だからで
はないのではないかと思うのです。もっと本当に
大事なのだというものが何かあるような気がしま
すが。
タケイ　例えば，今ご覧になったハルプリンの映
像のことですが，「ああいうのは，なぜあんな動
きが・・・。誰にでもできるようなことではないか」

「なんだ，泥を塗っているのか」など，例えばそ
ういうことを頭のどこかで思った人がいたとしま
す。そう受け取ったと。それから，受け取り方は
いろいろあるけれども「あんなふうに自然にこだ
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わりなく，とどまることなく，すごい動きをした
な」と感動するなど，いろいろなことがあると思
うのです。あの映像をご覧になったことが，ある
とき人生の中でふっと出てきて，見たときには別
に感動する必要はないのだけれど，どこかで何か
のときにそれが返ってくるというようなものでは
ないかと私は思っているのです。
樋口　なるほど。よく分かりました。
細川　時間もなくなってまいりましたが，最後
にこれからもダンスにおいて重要な役割を担っ
ていくであろうワークショップについて，一つ
伺わせてください。実はタケイ先生が以前に『肉
体言語』という雑誌の中で，アメリカでは例えば
メディテーションをしてくると言って，トラック
の運転手が少し木陰に行って10分間ぐらいですっ
きりしてくるというように，生活の中にうまくそ
ういったことを取り込んでいる。でも，日本人は
すぐにそういうふうに入っていけなくて，ハルプ
リンが日本に来てワークショップをされたときも，
アメリカだったらすぐにわあっと走ったり泣いた
り・・・。例えば，さっきの映像の中の皆さんも
すごかったですね。あのように何か日本人はでき
ないというようなことを書いていらっしゃたので
すが，今はどのように感じていらっしゃいますか。
タケイ　日本でアンがもう20年ぐらい前頃にワー
クショップをしたときに，アンが私に言ったこと
なのですが，集まってきた人たちはダンサーの人
たちというよりも，いろいろな意味で彼女のアプ
ローチに賛同した人たちだったのですが，手をつ
なぐということが簡単にできなかったと。単純に
手をつなぐのだけれど，それが何かふわっと気
持ちよくいかなくて，「ああ，では，失礼します。
お手を」というような感覚で非常に掛け合えなく
てという話をなさったのです。

確かに，外国へ行っていたときには，わあっと
すぐハグをするのですね。抱きついてくる。そう
いうことに単純に「うんうん」と言っていると
きはいいのだけれど，なぜ？と思ってしまうと，
ワークショップの時に私も何回か自分が引いてし
まってアンの先生に非常にご迷惑をかけたことが
あるのです。そういう人が１人でもその場にいる
と，これは全体が成り立っていかないような，非
常に微妙なものを持っていて・・・。だから，そ
ういう気持ちが入っていけないというのか，そう
いう人がいてもその心を解いていくようにする力
をアンはすごく持っている方だと思うし，ワーク
ショップの指導者はそういうものを持っていない
とうまくいかないと思います。
若松　郡司先生は，歌舞伎は離れることだと言い
ました。だから，触ったら駄目なのです。そばま
では行くけれど，体に触らないで１ミリぐらい離
すとどうなるか，ちょっと接触をずらしてしまう

とまた違う動きになるので，そのようなことの事
例をある程度集積して，一つの古典と言うと変だ
けれど，そういう体系を自分の中で持っている方
がいろいろ利用できるかなと，聞きながら思って
いたりしました。一つずつの動きの中にある経緯
というようなものも，また大切だと思いました。
タケイ　さっきのあの手をつなぐという話なので
すが，日本人は簡単にそういう接触ができない。
けれども，その続きで言うと，日本人，東洋人た
ちは，接触しなくてもお互いにつながれるのだと
いうことがその後に続いてくる。だから，非常に
文化の違いみたいなものが見えてくるようなこと
も，たびたびそういうワークショップの中ではあ
ります。ありがとうございました。
樋口　今日はどうもありがとうございました。偉
大なお二人の先生の後に話をするというのも本当
に緊張しました。でも，私も感じているのは，た
たずまいが違いますよね。もうまねができないと
いうか，それは今日本当に感じました。今回この
シンポジウムのお話をいただいたときに，シュス
ターマンに，somaestheticsをやっているけれど
もダンスについて何か論じたことはないかと聞い
たら，答えは「ありません」でした。今度，また
彼と一緒にダンスのことを考えてみたいと改めて
思いました。ありがとうございました。
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＊紙数の都合上，内容については一部省略，要約
して，まとめました。

＊ご病身をおして本シンポジウムにパネラーとし
て参加下さいました若松美黄先生に深く感謝申
し上げますとともに，先生のご冥福を心よりお
祈り申し上げます。

（文責；細川江利子）


